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ジャン゠リュック・ゴダール、ヴィム・ヴェンダース、ジム・ジャームッシュ、アキ・カウリスマキなど、世界中の

多くの監督たちに慕われたサミュエル・フラー。	

「アクション映画」「犯罪映画」「戦争映画」「西部劇」といったジャンルのルールを踏襲しつつ、しかし「サミュエ

ル・フラー」としか言い得ない確固たる独自のジャンルを作り上げた彼の、背景と源はどこにあったのか?	 	

犯罪事件記者でもあった彼の歴史は、そのままアメリカの歴史の光と闇とを浮かび上がらせる。ハリウッドの背景に

広がるアメリカという夢の王国の持つ深い陰影からこぼれ出た物語が 1 冊の書物となったのだ。これはひとりの映画

監督の自伝であるとともに、20 世紀という映画の時代の物語でもある。	

 
史上もっとも過激なアクション映画と、もっとも前衛的な西部劇と、 
もっとも偉大な戦争映画を撮ったサミュエル・フラー。 
悔しいが、この男こそ映画そのものだと認めよう。 
･･････黒沢清（映画監督） 
 
＜著者紹介＞ 
■サミュエル・フラー	 Samuel FULLER 
1912年 8月 12日、マサチューセッツ州ウースター生まれ。12歳で新聞社の原稿運び係となり、17歳で事件記者と
なる。パルプ小説家としても活動を始め、1930年代半ばからは映画の脚本を書き始める。 
1949年に『地獄への挑戦』で監督デビュー。代表作に、『鬼軍曹ザック』『東京暗黒街・竹の家』『ショック集団』『最
前線物語』『ホワイト・ドッグ』などがある。パルプ小説的物語に、強烈な暴力描写・登場人物の心理探究・社会的

不正に対する抗議を織り込んだ独特の低予算娯楽作品を数多く手がけている。批評的に注目されるようになったのは

1960年代後半以降のこと。『気狂いピエロ』（ジャン＝リュック・ゴダール）、『ラストムービー』（デニス・ホッパー）、
『アメリカの友人』（ヴィム・ヴェンダース）、『1941』（スティーヴン・スピルバーグ）など、俳優としての仕事も多
いが、出演作はいずれもフラーを師と仰ぐ欧米の監督たちの作品である。 
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